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１月 登米市部長等連絡調整会議 要旨 
 

日 時  令和４年１月６日（木）      

午前10時から           

場 所  迫公民館 ２階 大会議室     

 

１ 新型コロナウイルスワクチン接種について 

■資料１に基づき説明 

  それでは資料 1をご覧ください。ワクチンの追加接種でございます。3回目の接種

でありますが、65 歳以上の高齢者の集団接種日程については、国の方から、ワクチ

ンの種類及び供給時期に合わせて、年齢で区分をして、モデルナのワクチンから接種

を実施するという方向で今整理をしているところです。 

まず、3 回目の接種対象でありますが、2 回目接種から、原則 8 ヶ月以上を経過し

た 18 歳以上の方ということが基本になっており、一部前倒しということが含まれて

参ります。接種券の発送時期でありますけれども、今月の上旬から順次発送を始めて

いくことで予定しております。 

65 歳以上の高齢者の集団接種の日程でございますが、65 歳の起点というのが、本

年の 3 月 31 日をもって 65 歳以上になる方ということになりますけれども、65 歳か

ら 72歳以下の方につきましては、今月の 29日から 2月 17日までの 20日間の日程の

中で、会場は迫体育館、登米総合体育館、この 2 ヶ所で約 1 万 1000 人を対象に行う

ということでございます。主要ワクチンについては、モデルナ製を用いることになり

ます。この日程については、まずはワクチンの供給がモデルナからスタートするとい

うこと。それから、早期完了を目指すために、そのモデルナの供給量に合わせて、65

歳から 72歳という一つの区切りをつけさせていただいたということであります。 

なお、私はモデルナではなく、ファイザーのワクチンを接種したいという方につき

ましては、ちょっと遅くなりますけれども、3月 30日から 31日にファイザーの日程

を設けておりますので、変更は可能となります。 

73 歳以上につきましては、2 月 21 日から 3 月 31 日までの 39 日間になります。こ

れについては、各地区町域 1会場を回って接種を行います。詳しくは別紙日程表の通

りとなります。対象者は約 1 万 6000 人ということです。使用ワクチンは、ファイザ

ーを用いるということになります。 

なお、私はモデルナでもいいから早く受けたいという方については、逆に、65 歳

から 72歳の枠に変更も可能となります。 

次に、2 ページの予約方法であります。1 の集団接種につきましては、1 回目、2

回目と同様に、はがきで接種会場日程を通知いたします。その日都合が悪い、或いは
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違うワクチンを打ちたいという方については、コールセンター、或いはＷｅｂ予約サ

イトで変更が可能になっております。それから（2）の個別接種であります。個別接

種はこれまで健康等で心配があるということで、医院に個別に予約をしてという話が

ありましたけれども、これについては、接種台帳上、誰がどこの病院で、いつ終わっ

たかということ把握しておりますので、2回目と同じ個人の病院ということの日程で

はがきを、個別接種についてもお送りすることで予定をしております。協力医療機関

については、今それで調整を進めているということでございます。 

 

２ 「登米市雇用対策協定」の締結について 

■資料２に基づき説明 

  登米市雇用対策協定の締結についてということで、このほど登米市と厚生労働省の

宮城労働局において、地域の雇用対策等に効率的かつ効果的に取り組むということを

目的に、雇用対策協定を締結することになったものでございます。 

宮城県内での市町村で、この労働局との協定の締結ということは初めてという取り

組みになります。 

協定式については来週 1 月 14 日、迫庁舎で市長と宮城労働局長の締結式という形

で行います。 

協定の主な内容は、（4）にありますけども、若者から高齢者、女性、或いは就職困

難者を含めた雇用対策に連携して取り組むという形になります。これまでも市とハロ

ーワーク迫で、雇用対策については様々な取り組み、連携を行ってきたところでござ

いますけども、今回協定を結ぶことによって、市と宮城労働局と、ハローワーク迫の

3者で連絡協議会を設置して、その中で、年度の事業計画、この七つの項目に対する

取り組みの事業計画を立てて、それぞれ成果指標（KPI）を設定して、毎年度、それ

を評価して、次年度以降の事業に生かしていくということで、これまでの取り組みと

いうものが、本市の課題であるとか、方向性、或いはそれぞれの役割分担というもの

が、より「見える化」されると考えております。 

こうしたことを契機に、さらにこの雇用対策の、取り組みを強化していくというこ

とでございます。 

 

３ 令和４年１月招集議会での米川小学校児童による登米市市民歌斉唱 

について 

■資料３に基づき説明 

  1 月招集議会の市民歌斉唱について、平成 31 年から行っておりますが、今年は米

川小学校の 6年生、11名に歌っていただくということで今準備を進めてございます。 

今、感染状況がこのような状況にありますので、状況悪化した場合につきましては、
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事前に録画撮影したものを放映し、斉唱ということで行います。昨年については、西

郷小学校の方に映像でやっていただきましたが、昨年と同じような形でも対応できる

ように、今準備を進めております。 

 

４ 「令和３年度 石ノ森章太郎メモリアルデー」について 

■資料４に基づき説明 

  令和 3年度石ノ森章太郎メモリアルデーについてでございます。 

石ノ森章太郎ふるさと記念館友の会主催、それから石森コミュニティ運営協議会、

それから石ノ森章太郎ふるさと記念館の共催によりまして、毎年、石ノ森章太郎先生

の誕生日である 1月 25日と命日の 1月 28日に近い、日曜日を、このメモリアルデー

として、記念館を会場に生誕祭を開催しているということでございます。 

今回の予定といたしましては、1 月 23 日日曜日。午前中につきましては、石ノ森

章太郎のふるさとお散歩マップでスタンプラリーということで、10 時半から小学生

50人の定員を予定しておりますけれども、スタンプラリーを実施するということで、

付近のキャラクター6ヶ所ほどございますが、そちらの方をスタンプラリーで回って

いただくというようなことを予定しているということでございます。午後には、石ノ

森章太郎ふるさと講演会ということで、定員 50 人とし、第 1 部として、少年石ノ森

章太郎を語ると題して、記念館友の会の顧問である佐藤壽昭さんを講師として講演を

いただき、第 2部については、マンガ家石ノ森章太郎語ると題して、日本大学芸術学

部文芸学科助手の伊藤景先生による講演を予定してございます。まだ若干の申し込み

に余裕があるということですので、ご覧になりたい、お聞きになりたいということで

あれば、石ノ森章太郎ふるさと記念館まで電話でお申し込みいただきたいと思います。 

 


